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授乳婦自身が行う self-mamma-control（以下 SMC）などが行われてきた。 
諸外国では、1985年アメリカで国際ラクテーションコンサルタント協会が活動を開始し













Carvalho, Robertson, and Klaus（1984）は分娩後 6時間以内に授乳を開始した母児の


















































































































































中に乳頭トラブルを生じた褥婦 20 名を白色ワセリン、ラノリン、吸着精製ラノリンの 3
種類にランダムに割り付け、症状の変化と使用感について調査した。主観的評価の痛みに




































































問題点があり、これらの問題を解決するため 1984 年、根津により SMC 方式が考案され



















































 金川・永井・大井・松井（2009）は産褥 1－3 日目に乳管開通法を実施することで、乳
房の状態及び乳汁分泌に及ぼす効果について検討した。ここでいう乳管開通法とは、根津
の乳頭マッサージであり、褥婦自身が自身の乳頭を揉みほぐす方法である。褥婦を無作為









































飲み込むという一連の流れは覚醒状態でなければ行うことはできない。      





















L :Latch吸着、A: Audible Swallowing嚥下音、T: Type of Nipple乳頭の形、C: comfort








を継続していると報告されている（Kumar, Mooney, Wieser, and Havstad, 2006）。
LATCH アセスメントツールを使用し評価することは、乳頭痛により早期に授乳を中止す
る可能性のある母親を支援するために必要であるとも述べられている（Riordan, Bibb, 






























を調査した。不安は、状態・特性不安検査（State-Trait Anxiety Inventory 以下;STAI）

















































の得点が高得点であるほど、産後 6 週の時点で授乳を継続しており（Kumar, Mooney,  
Wieser, and Havstad, 2006）、LATCHアセスメントツールを使用し評価することは、乳
頭痛により早期に授乳を中止する可能性のある母親を支援するために必要であるとも述




















































































































































































































































ｂ．VAS（visual analogue scale） 
 乳頭亀裂の有無に関わらず、圧痛、哺乳痛の主観的な評価は VASを用いる。0～100点


















3 項目、「吸綴」2 項目、「乳汁移行（嚥下）」2 項目の 7項目 28 点を満点とし、得点が高
いほど哺乳行動が良好であると判断するものである。 
































与率は 1日目 82.6％（n＝70）、2日目 77.9％（n＝70）、3日目 74.7％（n＝66）、4日目
65.7％（n＝65）であった。全体と 1日目、2日目は第 1成分が、吸着 1「児が口を大きく
開ける」吸着 2「口を開けた際、舌が中央に位置している」吸着 3「児の下顎が乳房に接
している」吸啜 1「吸啜中頬が膨らんでいる」吸啜 2「吸啜中、舌が固定されている」の 5
項目であり、第 2成分は嚥下 1「嚥下音」嚥下 2「非栄養吸啜と栄養吸啜の 2相の吸啜パ









表 1．BBAツールの Cronbach’α 
 産褥 1 産褥 2 産褥 3 産褥 4 1-4日目の全体 
Cronbach’α .87 .88 .88 .81 .95 
 
表 2．BBAツール 1-4日目全体の因子分析の結果 
 １成分 
吸着１ 児が口を大きくあける .90 
吸着２ 口を開けた際、舌が中央に位置している .91 
吸着３ 児の下顎が乳房に接している .92 
吸啜１ 吸啜中頬が膨らんでいる .90 
吸啜２ 吸啜中、舌が固定されている .91 














一般的に使用されているものは UNICEF/WHO出典の B-R-E-S-T Feed Observation（以
下 BREST）の Body position（赤ちゃんと母親の姿勢）がある。授乳がうまくいっている
サインは「母親がリラックスして無理のない姿勢をしている」「赤ちゃんと母親の体が密着
している」「赤ちゃんの頭と体がまっすぐになっている」「赤ちゃんの顎が乳房についてい

















 本研究は土江田の BBA ツールを使用し哺乳行動を観察した。そのため、ポジショニグ
においても、BBAツールの前提チェックリストに含まれるポジショニングの項目を使用し
授乳を観察した。表 3にポジショニグの Cronbach’αを示す。ポジショニング 5項目は「児
の頭と胴体（頭から臀部）のラインが直線」「児が母に向かい合っている」「児と母の密着」












表 3．ポジショニングの Cronbach’α 
 産褥 1 産褥 2 産褥 3 産褥 4 1-4日目の全体 
Cronbach’α .92 .91 .84 .72 .97 
 
表 4．ポジショニング 1-4日目全体の因子分析の結果 
 成分１  
１児の頭と胴体のラインが直線 .92  
２児と母が向かい合っている .96  
３児と母の密着 .96  

























































































































































対象者の総数は 70 名であった。対象者の出産経験を表 5 に示す。乳頭マッサージを実








表 5．対象者の出産経験                          n＝70 
 乳頭マッサージ群   支援群 







χ２＝.24 , df 1  p＝.62 
２．乳房の形 
乳房の形を表 6に示す。全体の半数を占めるⅡａ型乳房のうち、乳頭マッサージ群のⅡ
ａ型 20 名（55.6％）、支援群のⅡａ型 15 名（44.1％）であった。群により乳房の形に差
はみられなかった（p＝.07）。  
  
表 6．乳房の形                              n＝70                             
 乳頭マッサージ群 支援群  
Ⅰ型 2 名 （5.6％） 3 名 （8.8％）  
Ⅱa型 20 名（55.6％） 15 名（44.1％）  
Ⅱb型 11 名（30.6％） 14 名（41.2％）  
Ⅲ型 
 計 
3 名 （8.2％） 
36 名 （100％） 




χ２＝1.42,  df 3   p＝.07 
 
３．乳頭の形 






なかった（右 p＝.33 左 p＝.16）。 
 
表 7．乳頭の形                               n＝70 
              乳頭マッサージ群      支援群                    
右正常乳頭        33 名（91.7％）      33 名（97.1％） 
右扁平乳頭         3 名 （8.3％）       1名 （2.9％） 
  計          36 名 （100％）      34 名（100％） 
左正常乳頭        32 名 （88.9％）      33名（97.1％） 
左扁平乳頭         4 名 （11.1％）       1 名 （2.9％） 
  計          36 名 （100％）       34名（100％） 
右 χ２＝.99,   df 1   p＝.33       
左 χ２＝1.76,  df 1   p＝.16 
 
４．妊娠中の乳頭マッサージの実施状況 






表 8．妊娠中の乳頭マッサージの実施状況                  n＝70 
乳頭マッサージ群     支援群 
妊娠中一度も実施していない 5 名 （13.9％）    12名（35.3％） 
妊娠中 2.3回実施した 18 名 （50.0％）    18名（52.9％） 
妊娠中 1カ月に 1回実施した 6 名 （16.7％）     2名 （5.9％） 
妊娠中毎日実施した 
   計            
7 名 （19.4％） 
36 名 （100％） 
    2名 （5.9％） 
   34名 （100％） 
 













表 9．児の在胎週数                           n＝70 
             乳頭マッサージ群       支援群 
36週台 0 名  （0.0％） 1名  （2.9％） 
37週～38週未満 2 名  （5.6％） 3名  （8.8％） 
38週～39週未満 5 名 （13.8％） 7名 （20.7％） 
39週～40週未満 14 名 （38.9％） 10名 （29.4％） 
40週～41週未満 14 名 （38.9％） 10名 （29.4％） 
41週以降 
 計 
1 名  （2.8％） 
36 名 （100％） 
3名  （8.8％） 
34名 （100％） 
 





群の 1名（2.8％）と、支援群の 3名（8.8％）にみられた。その他は両群ともに 2500ｇ以
上の正常出生体重児であり、群による児の生下時体重に差はみられなかった（p＝.58）。 
 
表 10．児の生下時体重                           n＝70 
             乳頭マッサージ群        支援群 
2300g台         0名  （0.0％） 2名  （5.9％） 
2400g～2500g未満 1名  （2.8％） 1名  （2.9％） 
2500g～3000g未満 17名 （47.2％） 12名 （35.3％） 





















表 11．乳頭マッサージ群の乳頭マッサージ実施状況（1、2日目 n＝36 3、4日目 n＝34） 
産褥 1日目   産褥 2日目   産褥 3日目   産褥 4日目 
観察時のみ実施  2名 （5.6％） 2名 （5.6％） 2名 （5.9％） 1名 （2.9％） 
1日 3回は実施  3名 （8.3％） 4名（11.1％） 3名（ 8.8％） 3名 （8.8％） 
隔回毎に実施  7名（19.4％） 9名（25.0％） 10名（29.4％） 11名（32.4％） 




 産褥日数毎の、1 日の哺乳回数を表 12 に示す。乳頭マッサージ群、支援群において 1




表 12．産褥日数毎の 1日の哺乳回数                            








































































と支援群の間で、授乳観察時の児の覚醒状態に差はなかった（1日目 p＝.48 2日目 p= 




  乳頭マッサージ群   支援群 
産褥 1日目 浅い睡眠 6名（16.7％）       11名（32.4％） 
n＝70 泣いている 2名 （5.5％） 1名 （2.9％） 
χ２＝2.47 まどろみ 13名（36.1％） 10名（29.4％） 
df 3 静かに覚醒・活動的に覚醒 





産褥 2日目 浅い睡眠 9名（25.0％）       6名（17.6％） 
n＝70 泣いている 1名 （2.8％） 3名 （8.8％） 
χ２＝2.11 まどろみ 12名（33.3％） 9名（26.5％） 
df 3 静かに覚醒・活動的に覚醒 





産褥 3日目 浅い睡眠 4名（11.4％）       3名 （9.1％） 
n＝68 泣いている 1名 （2.9％） 3名 （9.1％） 
χ２＝1.31 まどろみ 8名（22.9％） 8名（24.2％） 






産褥 4日目 浅い睡眠 1名 （2.9％）       1名 （3.2％） 
n＝65 泣いている 0名 （0.0％） 1名 （3.2％） 
χ２＝1.18 まどろみ 6名（17.6％） 6名（19.4％） 
df 3 静かに覚醒・活動的に覚醒 






















 n 「乳頭亀裂なし」の割合  
産褥 1日目 右乳頭 70 68名（97.1％）  
      左乳頭 70 68名（97.1％）  
産褥 2日目 右乳頭 70 59名（84.3％）  
      左乳頭 70 54名（77.1％）  
産褥 3日目 右乳頭 68 55名（80.9％）  
      左乳頭 68 51名（75.0％）  
産褥 4日目 右乳頭 65 54名（83.1％）  
 左乳頭 65 51名（78.5％）  
 
表 15．「乳頭亀裂あり」の内訳 
 n 左右同様に亀裂 右のみ亀裂 左のみ亀裂 左右差異に亀裂 
産褥 1日目 3  1 （33.3％）  1（33.3％） 1（33.3％） 0 （0％） 
産褥 2日目 16  9 （56.2％）  1 （6.2％） 5（31.4％） 1（6.2％） 
産褥 3日目 18 10（55.6％）  2（11.1％） 6（33.3％） 0 （0％） 
産褥 4日目 14 10（71.5％） 0  （0％） 3（21.4％） 1（7.1％） 
 
２．ＢＢＡツール 











表 16．BBAツールの記述統計  
産褥 1日目 n 最小値 最大値   平均値 標準偏差 最頻値 
乳頭マッサージ群 36 7 24 15.8 4.4 16 
支援群 34 7 21 15.7 4.2 17 
産褥 2日目 
乳頭マッサージ群 36 7 26 18.3 4.3 21 
支援群 34 4 26 18.5 4.3 21 
産褥 3日目         
乳頭マッサージ群 34 11 26 22.2 3.5 25 
支援群 32 11 26 21.3 3.5 21 
産褥 4日目         
乳頭マッサージ群 34 16 28 23.9 2.9 26 



























産褥 1日目 n 最小値 最大値   平均値 標準偏差 最頻値 
乳頭マッサージ群 36    8 20 14.1 3.7 10 
支援群 34    8 20 14.6 3.7  11 
産褥 2日目        
乳頭マッサージ群 36 10 20 16.6 3.3 19 
支援群 34 12 20 17.4 2.6  20 
産褥 3日目         
乳頭マッサージ群 34 11 20 18.7 2.2 20 
支援群 32 15 20 18.8 1.6  20 
産褥 4日目         
乳頭マッサージ群 34 15 20 19.5 1.2 20 
支援群 31 18 20 19.7 .59  20 
 
４．ＶＡＳ 
 授乳終了時、毎日、左右の乳頭痛を VASにて測定した（表 18の 1-4）。圧痛は乳頭を触
って感じる痛み、哺乳痛は児の吸着により感じる痛みとした。左右の圧痛、哺乳痛毎にお
ける、産褥 1 日目から 4 日目までの変化について 1 要因の分散分析を行った。右圧痛 F 
(3,192) =6.99,p=.00、左圧痛 F (3,192) =6.13,p=.00、右哺乳痛 F (3,192) =9.44,p=.00、左
哺乳痛 F (3,192) =9.44,p=.00であり、圧痛、哺乳痛は左右ともに日が経つと痛みの程度が
増えた。 
乳頭マッサージ群、支援群と圧痛、哺乳痛における 2 要因の分散分析では、右圧痛 F 
(3,192) =2.79,p=.04、左圧痛 F (3,192) =2.29,p=.08、右哺乳痛 F (3,192) =1.67,p=.18、左
哺乳痛 F (3,192) =.86,p=.46であり、右圧痛は交互作用が有意であり、乳頭マッサージ群
は支援群に比べ有意に右乳頭の圧痛が少なかった。 
 産褥日数毎に乳頭亀裂の有無と VAS値を、t検定にて比較した。産褥 4日目の右哺乳痛
のみ p=.07と有意ではなかったが、その他の日はすべての左右乳頭において、圧痛、哺乳
痛ともに「亀裂あり」では有意に乳頭の痛みが強かった（産褥 1日目、右圧痛 p=.00 ,右哺
乳痛 p=.00,左圧痛 p=.02,左哺乳痛 p=.00 産褥 2日目、右圧痛 p=.00 ,右哺乳痛 p=.00,左
圧痛 p=.00,左哺乳痛 p=.00 産褥 3日目、右圧痛 p=.01 ,右哺乳痛 p=.03,左圧痛 p=.00,左









表 18-1．右乳頭の圧痛           1日目、2日目 n＝70  3日目 n＝67  4日目 n＝65 
 平均値 中央値 最頻値 標準偏差 最小値 最大値 
産褥１日目 1.21 .00 .00 2.15 .00 10 
産褥 2日目 1.79 1.0 .00 2.47 .00 9 
産褥 3日目 2.0 1.0 .00 2.34 .00 9 
産褥 4日目 2.35 1.0 .00 2.67 .00 9 
 
表 18-2．左乳頭の圧痛           1日目、2日目 n＝70  3日目 n＝67  4日目 n＝65 
 平均値 中央値 最頻値 標準偏差 最小値 最大値 
産褥１日目 1.27 .00 .00 2.22 .00 9 
産褥 2日目 1.86 1.0 .00 2.47 .00 9 
産褥 3日目 2.1 2.0 .00 2.28 .00 9 
産褥 4日目 2.26 1.0 .00 2.51 .00 9 
 
表 18-3．右乳頭の哺乳痛         1日目、2日目 n＝70  3日目 n＝67  4日目 n＝65 
 平均値 中央値 最頻値 標準偏差 最小値 最大値 
産褥１日目 1.44 .00 .00 2.34 .00 9 
産褥 2日目 2.41 2.0 .00 2.64 .00 9 
産褥 3日目 2.18 1.0 .00 2.59 .00 9 
産褥 4日目 2.74 2.0 .00 2.89 .00 9 
 
表 18-4．左乳頭の哺乳痛         1日目、2日目 n＝70  3日目 n＝67  4日目 n＝65 
 平均値 中央値 最頻値 標準偏差 最小値 最大値 
産褥１日目 1.44 .00 .00 2.29 .00 9 
産褥 2日目 2.5 2.0 .00 2.65 .00 9 
産褥 3日目 2.36 2.0 .00 2.44 .00 9 













左右乳頭の伸展性について表 19-1、19-2 に示す。伸展長は 3.0cm 以上であれば良好で
ある。左右ともに伸展長 2.0cm以下はいなかった。 
 仮説 1「乳頭マッサージ群は、支援群よりも乳頭の伸展性・柔らかさが良好である」に




右乳頭の伸展が良好であった（産褥 3日目 右χ２＝4.89, p＝.03 左χ２＝4.89, p＝.03）。 
 
表 19-1．右乳頭伸展性の記述統計  1日目、2日目 n＝70 3日目 n＝68 4日目 n＝65 
 最頻値 標準偏差 最小値 最大値 
産褥 1日目 4 .72 2 4 
産褥 2日目 4 .68 2 4 
産褥 3日目 4 .58 2 4 
産褥 4日目 4 .56 2 4 
 
表 19-2．左乳頭伸展性の記述統計 1日目、2日目 n＝70 3日目 n＝68 4日目 n＝65 
 最頻値 標準偏差 最小値 最大値 
産褥 1日目 4 .68 2 4 
産褥 2日目 4 .65 2 4 
産褥 3日目 4 .60 2 4 
産褥 4日目 4 .53 2 4 
 
 
表 20-1．産褥 1日目の乳頭の伸展性                     n＝70 
  乳頭マッサージ群  支援群 
  右 左 右 左 
















右χ２＝.94,   df 1  p＝.33         






表 20-2．産褥 2日目の乳頭の伸展性                     n＝70 
  乳頭マッサージ群  支援群 
  右 左 右 左 
















右χ２＝2.75,   df 1  p＝.1        
左χ２＝2.75,   df 1  p＝.1 
 
表 20-3．産褥 3日目の乳頭の伸展性                     n＝68 
  乳頭マッサージ群  支援群 
  右 左 右 左 
















右χ２＝4.89,   df 1  p＝.03         
左χ２＝4.89,   df 1  p＝.03 
 
表 20-4．産褥 4日目の乳頭の伸展性                     n＝65 
  乳頭マッサージ群  支援群 
  右 左 右 左 
















右χ２＝.62,   df 1  p＝.43         













る、圧痛＋・哺乳痛＋」これらは 3 つを 1 つにまとめて「亀裂あり」とした。χ２検定よ
り、産褥 4日目は左右の乳頭共に、右χ２＝6.18, p＝.01 、左χ２＝5.64, p=.02であり、
左右乳頭の「亀裂なし」は乳頭マッサージ群において有意に多かった。 
 
表 21-1．右乳頭亀裂の記述統計   1日目、2日目 n＝70 3日目 n＝68 4日目 n＝65 
 最頻値 標準偏差 最小値 最大値 
産褥 1日目 4 .34 2 4 
産褥 2日目 4 .68 1 4 
産褥 3日目 4 .73 2 4 
産褥 4日目 4 .65 2 4 
 
表 21-2．左乳頭亀裂の記述統計   1日目、2日目 n＝70 3日目 n＝68 4日目 n＝65  
 最頻値 標準偏差 最小値 最大値 
産褥 1日目 4 .27 2 4 
産褥 2日目 4 .70 2 4 
産褥 3日目 4 .78 2 4 
産褥 4日目 4 .69 2 4 
 
 
表 22-1．産褥 1日目の乳頭亀裂                     n＝70 
  乳頭マッサージ群  支援群 
  右 左 右 左 
















右χ２＝1.94,   df 1  p＝.16         














表 22-2．産褥 2日目の乳頭亀裂                      n＝70 
  乳頭マッサージ群  支援群 
  右 左 右 左 
















右χ２＝.05,   df 1  p＝.82         
左χ２＝.49,   df 1  p＝.48 
 
表 22-3．産褥 3日目の乳頭亀裂                     n＝68 
  乳頭マッサージ群  支援群 
  右 左 右 左 
















右χ２＝1.09,  df 1  p＝.30        
左χ２＝2.38,  df 1  p＝.12 
 
表 22-4．産褥 4日目の乳頭亀裂                     n＝65 
  乳頭マッサージ群  支援群 
  右 左 右 左 
















右χ２＝6.18   df 1  p＝.01         




に対し、産褥 4 日目の左右の乳頭亀裂の状態と産褥 4 日目のBBAツールの得点から、
Mann-Whitney U検定を行い比較した。その結果、産褥 4日目の右の乳頭亀裂はBBAツー
ルの得点が良好であると、「亀裂なし」の割合が有意に多かった(p＝.01)。χ２検定におい











表 23．マッサージ群の BBAツール分散分析の結果 
 n 平均値 標準偏差 F p 
産褥 1日目 34 15.7 4.3 79.77 .00 
産褥 2日目 34 18.3 4.1   
産褥 3日目 34 22.2 3.5   
産褥 4日目 34 23.9 2.9   
 
表 24．支援群の BBAツール分散分析の結果 
 n 平均値 標準偏差 F p 
産褥 1日目 31 15.7 4.3 53.53 .00 
産褥 2日目 31 18.9 3.5   
産褥 3日目 31 21.3 3.5   






p＝.21 左p=.36）。またχ２検定においても有意差はなかった（右χ２＝3.75,df 2 p＝.15  














 n 平均値 標準偏差 F p 
産褥 1日目 34 14.2  3.7 44.84 .00 
産褥 2日目 34 16.6  3.3   
産褥 3日目 34 18.7 2.2   
産褥 4日目 34 19.5  1.2   
 
表 26．支援群のポジショニング分散分析の結果 
 n 平均値 標準偏差 F p 
産褥 1日目 31 14.5  3.8 43.85 .00 
産褥 2日目 31 17.4  2.7   
産褥 3日目 31 18.8 1.7   


























表 27．4日目右乳頭亀裂に影響を及ぼす要因                n＝65                            
独立変数  係数 オッズ比a 
 95％信頼区間 
 p 
  下限      上限 
群  3.03  20.7  2.03 209.89   .01 
乳頭の伸展性   .72   2.0   .33 12.72 .44 
哺乳行動  2.42  11.3   1.6 79.81   .02 
ポジショニング   .42   1.5   .09 24.73 .77 
哺乳回数   2.01   7.4   1.19 46.41   .03 
 
表 28．4日目左乳頭亀裂に影響を及ぼす要因                n＝65                                                       
独立変数  係数 オッズ比a 
 95％信頼区間 
 p 
  下限       上限 
群  2.12 8.3  1.66   41.93    .01 
乳頭の伸展性   1.2 3.3   .81   13.44 .09 
哺乳行動  1.24 3.4   .80   14.88   .10 
ポジショニング   .02 1.0   .11    9.22 .99 
哺乳回数   .95 2.6   .64   10.44   .19 
 
                            
a：群（乳頭マッサージ群・支援群）、乳頭の伸展性（3.0cm未満・3.0cm以上）、哺乳行動
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              図１ 
 
 
④ 次に、爪の色が白色になるくらいの強さで 3秒圧迫します（図２）。 
⑤ そのあと、少しずつ圧迫する位置を変えて行います。 
               図２ 






⑥ 次に乳頭・乳輪部を摘んだまま、左右にもみずらしを 2回行います（図３）。 
  図３ 
 
⑦ 次に乳頭・乳輪部を摘んだまま、前後にもみずらしを 2回行います（図４）。 



































１．研究課題  乳頭マッサージが産褥 1－4日目の乳頭亀裂の予防に及ぼす効果の検討 








４．研究期間 平成 25年 8月～平成 25年 12月 
５．研究方法 













 根津（1997）は乳頭亀裂を 3 段階に分類している。この分類は乳頭亀裂を含む、乳頭ト
ラブルを測定する先行研究においても使用されており日本でよく使用されている。 
 
② VAS（visual analogue scale） 








哺乳行動アセスメントツール（Breastfeeding  Behavior Assessment tool；以下 BBAツール）
は、土江田（2008）により開発されている。BBA ツールは適切な母乳育児支援を導くため、
哺乳行動を的確にアセスメントすることを目的としている。「効果的な哺乳行動」の概念枠









一般的に使用されているものは UNICEF/WHO出典の B-R-E-S-T Feed Observation（以
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１．研究課題  乳頭マッサージが産褥 1－4日目の乳頭亀裂の予防に及ぼす効果の検討 








４．研究期間 平成 25年 8月～平成 25年 12月 
５．研究方法 













 根津（1997）は乳頭亀裂を 3 段階に分類している。この分類は乳頭亀裂を含む、乳頭ト
ラブルを測定する先行研究においても使用されており日本でよく使用されている。 
 









哺乳行動アセスメントツール（Breastfeeding  Behavior Assessment tool；以下 BBAツール）
は、土江田（2008）により開発されている。BBA ツールは適切な母乳育児支援を導くため、
哺乳行動を的確にアセスメントすることを目的としている。「効果的な哺乳行動」の概念枠









一般的に使用されているものは UNICEF/WHO出典の B-R-E-S-T Feed Observation（以
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・産褥 1-4日目の 1日 1回、10時あるいは昼間の授乳時間に、乳頭の状態、赤ちゃん
の抱き方や飲み方を観察させていただきます。 
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観察用紙 ID (            ) 名前 （           )
□マッサージ群 □非マッサージ群（支援群） □脱落日 （理由 ）
乳房の形 □　Ⅰ □Ⅱa □Ⅱb □Ⅲ
乳頭の形 □正常（右・左） □扁平（右・左）









































































ID(        ) name(         ) 観察者（ 　　　　　　） 哺乳行動アセスメントツール
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産褥４日目 （　   /    )
圧痛
0 10
哺乳痛
0 10
　　　　　　
